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ユニフォームは病院の顔。誇りを持って着てほしい。

センターに輝いた1着とは！？「ユニフォーム総選挙」

SPECIAL INTERVIEW VOL.001

1974年の創立以来、第一次医療機関として豊田市
周辺地域の周産期医療を担っている鈴木病院。
年間2000件以上という愛知県下最大の分娩数を
誇る産婦人科専門病院であり、また内視鏡手術の
指導病院でもある同院に、総選挙で選ばれた新しい
ユニフォームについて、看護部長の朝岡さんにお話
を伺いました。

「地域に信頼される良質な医療の提供」を理念に
掲げ、地域がん診療連携拠点病院や災害拠点病院
に指定されるなど、地域医療の拠点となっている
西脇市立西脇病院。今回は一新したユニフォームに
ついて、看護局長の小林孝代さんと、ユニフォーム
プロジェクトチームのみなさんにお話を伺いました。

〒471-0033 愛知県豊田市月見町1-10-8　https://suzuki-hp.jp

10年ぶりに、ユニフォームを
一新されたとお聞きしました。
ユニフォームのリニューアルは、私が看護局長になるときの公約でし
た。せっかく新しくするのだから、これから活躍する若い人たちが自分
たちが着たいものを選ぶべきだと思い、若手スタッフ男女9名に声を
かけて、プロジェクトチームを作りました。

プロジェクトの具体的な流れを、
教えていただけますか？
「着てみたくなる・着ると気分が高揚する、機能的で力が発揮できる、
幅広い年齢やサイズに対応できる白衣」というテーマに合わせてサ
ンプルを選び、試着して絞り込んだ6着を院内のファッションショーで
公開し、投票で決定しました。いろいろなカタログから、80着ぐらい取
り寄せて試着したと思います。ファッションショーは院内の講堂にラン
ウェーを作って、チームメンバーがモデルを務めました。看護局全員と
病院幹部職の約330名が投票し、その中から1位になったのが、いま
着ているローラ アシュレイのユニフォームです。チーム発足から決定
まで、約1年半かかりました。

病院をあげた、一大プロジェクトだったのですね。
上の者が選べば早いですが、自分たちが着るものを、自分たちで選
ぶという経験はとても有意義だったと思います。この病院にふさわ
しい装いを考えることで、仕事や役割を再認識する機会にもなりま
した。「ユニフォームだけが美しくてもダメ、これを着るなら身だしなみ
や振る舞いもきちんとしなくては！」という意識が芽生えたのも、大き
な成果ですね。ドキドキハラハラしたことも多々ありましたが（笑）、
若手に任せて良かったと思います。

プロジェクトの企画書にも、
「西脇病院の職員として、誇りを持って
生き生きと輝けるユニフォーム」と書かれています。
西脇病院は、「地域の宝」として支えていただいている病院です。以前
この病院の小児科医が1人になってしまったとき、地域のみなさんが「先
生や看護師さんたちが気持ちよく働ける病院であるよう支援しよう」と
立ち上がってくださいました。だから、ここで働く私たちも、その想いに応
えて、地域の宝の病院で働くにふさわしくならなければと思っています。

病院が患者さんを守るだけでなく、
地域の方が病院を守ってくださったんですね。
そうですね。地域のみなさんとの交流の場として毎年「西脇病院フェ
スタ」を開催していて、10周年記念フェスタの際は、約3,500人もの
方が来てくださいました。子供たちがキッズサイズのユニフォームを
着て写真を撮影できるコーナーがあるのですが、今年は新しいものが
間に合わなくて、以前のものだったんです。みんな楽しみにしている
ので、来年はぜひこのユニフォームを着せてあげたいですね。

地域の子供たちも、新しいユニフォームを
楽しみにしてくれているんですね。
毎年西脇市の全中学校から中学生が、近隣の高校4～５校から高
校生がふれあい看護体験に来るのですが、「これ着せてもらえる
の？」ってみんな喜んでくれますよ。看護実習に来る学生からも好評
です。プロジェクトチームは、「誰もが着てみたくなるユニフォーム」を
テーマにしていたので、まさにその想いがかなっていると思います。

では続いて、プロジェクトチームのみなさんに、
現在のユニフォームを選んだ理由や、
実際の着心地などについてお聞きしました。
畑中さん：クリーム色のようなやさしい色合いで花柄も主張しすぎず、
清潔感があってやわらかいイメージが気に入りました。サイドや後ろ姿の
シルエットもきれいに見えます。
藤井さん：上着の丈がお尻にかかるくらいでちょうど良く、ポケットも深く
てたくさん入り、小物ポケットがあるのも便利ですね。

田中さん：カタログで見た時に、「これがいい！」と思いました。実際に着
てみても花柄がさりげなくて可愛いし、しゃがむことも多いですが、伸縮性
があるので仕事もしやすいです。
安平さん：ローラ アシュレイのブランドに惹かれました。80着以上サンプ
ルを見ましたが、素材の上質感や白の上品さなど、他とは全く違いました。
襟や袖など細かい部分までデザインも素敵です。
岡崎さん：まっ白ではないので、患者さんから見たときもやさしい印象だ
な、と思いました。肌ざわりも快適です。白衣を着ると日常との切り替えが
できますが、それが自分の気に入ったものだと、よりモチベーションがあがり
ますね。

厚生労働省臨床研修指定病院 西脇市立西脇病院

仕事への意識を高めた、ユニフォームプロジェクト。

試着は80着以上、院内ファッションショーも開催。

SPECIAL INTERVIEW VOL.002

デザインと機能にこだわって、80着の中から選んだ1着。

〒677-0043 兵庫県西脇市下戸田652-1　http://nshp.jp

着用ユニフォーム掲載ページ P.029 着用ユニフォーム掲載ページ P.029・031

みなさまに選んでいただけたことを、私たちも誇りに思います。
伺ったご意見も参考に、これからも喜んでいただける
ユニフォームを作り続けます。

どのようなきっかけで、
このユニフォームを採用されたのでしょうか？
以前は購入したユニフォームをストックしてまわしていたのですが、く
たびれたものが多く、リースに切り替えました。今回はリースになって
から2回目のリニューアルです。一部の人間が決めたものを支給する
のではなく、働く人が自分で決めることがモチベーションを高めるには
大切だと考え、ユニフォーム総選挙を行いました。

総選挙とは、アイドルグループのようですね！ 
選考はどのように行われたのですか？
カタログから1回目の選挙で10着に絞り、その10着を試着して2～3着
に絞り込み、最後に1着を決めるという3段階の選挙を行いました。ど
うしても着たいユニフォームがあるスタッフは、これに入れてね！と働き
かけたり、どれに投票するかで休み時間に盛り上がっていましたよ。

投票で1位に選ばれたのが、
いまお召しになっているユニフォームですね。
評価が高かったのは、ありそうでない斬新なデザインですね。色も上品
なパステルで、この病院の内装によく合います。忙しい中で着替えをす
るので、前が全開になるのはとても便利です。体のラインもきれいに出
て、後ろのデザインや着丈も良いということで、みんな選んだようです。
最初はデザインに目が行きますが、これは実際に動いても非常に快
適。トータルに優れていて、ほとんどのスタッフがこれに投票しました。

実際に着用してお仕事をされる中で、
みなさんの反応はいかがですか？
スタッフは自分たちで選んだものですから、誇りを持って着てくれてい
ると思います。私からも、これを鈴木の看板として着るわけですから、
鈴木の看護というものに責任を持って提供してくださいと伝えていま
す。私たちが総選挙でユニフォームを選んだのを見て、事務やコメ
ディカルのスタッフたちも、自分たちで着たいものを選ぼうという機運
が高まっています。

患者さんからは、何かお声掛けなどはありましたか？
当院の外来の患者さんは若い方が多いのですが、みなさん「素敵で
すね！」「色違いなんですか？」と声をかけてくださって、会話のきっか
けになっています。ドラマに同じユニフォームが登場したので、反響も
大きかったですね。実習やインターンシップの学生さんからの評判も
すごく良いですよ。。

先ほど「鈴木の看板」という言葉がありましたが、
医療の実践において、大切にされていることは
なんでしょうか。
私たちは地域の安全な分娩と、安心な子育てを支えているのが誇り

です。そのために総勢200名のスタッフが、全力を尽くしています。特
に最近は、産後のお母さんが育児をしにくい環境にありますよね。こ
れまでは産後1ヶ月までのサポートをしていましたが、お母さんたちが
本当に大変なのはその後。ですから1階に「母と子のふれあい広場」
という、赤ちゃんを遊ばせながら育児相談もできる場所を作りました。

出産だけでなく、出産後の子育てのサポートも
されているんですね。
そうですね。分娩を扱うのも大切な役割ですが、これからは周産期
だけでなく、妊娠前からのプレコンセプション外来や更年期のサ
ポートなど、女性の一生とトータルに寄り添う医療を提供すること
を目指しています。女性が自分の体のことをきちんと知って、上手
に付き合っていけるお手伝いができたら。妊娠・出産の前後を支
えることで、女性が楽しく幸せな生活を送れるサポートができるの
では、と考えています。当院が数多く手がけている内視鏡手術も、
体への負担が少なく傷も小さいので、女性の患者さんにとって非
常にメリットは大きいですね。

こちらの病院が地域で担う役割は、
非常に大きいですね。
地域医療を支えるのはもちろんですが、後輩の育成にも力を入れて
います。看護専門学校や大学の実習施設であり、後期研修医の受
け入れや内視鏡手術の指導病院でもありますので、他院の医師の
研修も受け入れています。また、毎年、5～10名の新人看護師・助産
師を採用し、新人教育研修を推進しています。女性医師、看護師・助
産師が仕事を続けられるように働きやすい職場をめざし、院内保育
室の利用や日勤だけの勤務等の体制を整えることで、現在7名の女
性医師が活躍しています。今回のユニフォームもそうですが、働く人
が快適であることも大切にしながら、これからの医療の担い手を育て
ていけたらと考えています。

妊娠・出産だけでなく、女性の一生に寄り添う医療を。

医療の現場で働く方のモチベーションアップに、少しでも
ユニフォームがお役に立てて幸いです。今回は厳しい
総選挙を勝ち抜いての1位、私たちも非常に誇りに思います。
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